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《 北米産大豆 》 

１８／１９年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が７月１２日に発表した、１８／１９年度の世界大豆生産・需給予測によれば、

米国は前年を下回りますが、前年度干ばつにより減産となったアルゼンチンなどで回復するた

め、生産量は前年比６.８％増の３億５，９４９万トンとなりました。中国やアルゼンチンな

どで需要が拡大することから消費量は増えるものの、生産量が上回り期末在庫量は前年比２.

３％増の９，８２７万トンと予想されています。 

 また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、生産量は史上最高だった１７年産

を下回りますが、１６年産に匹敵する１億１，７３０万トンとなりました。 

国内での搾油需要は微増ですが、輸出量が中国との貿易摩擦の影響で減少するとの見方から前

年比２．２％減となりました。輸出量の減少を受け、在庫率が前年比２.８％増の１３.７％に

増加しています。 

 

１８/１９年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億５，９４９万ｔ （対前年比     ６.８％増） 

消 費 量 ３億５，４２９万ｔ （対前年比     ４.４％増） 

期末在庫量 ９，８２７万ｔ   （対前年比     ２.３％増） 

期末在庫率 ２７.７％      （対前年度差 ０.６ポイント減） 

１８/１９年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,７３０万ｔ （対前年比     １.９％減） 

消 費 量 ５，９３３万ｔ   （対前年比     ０.７％増） 

輸 出 量 ５，５５２万ｔ   （対前年比     ２.２％減） 

期末在庫量 １，５７７万ｔ   （対前年比    ２４.８％増） 

期末在庫率 １３.７％     （対前年度差 ２.８ポイント増） 

 

〇１８年米国大豆作付予想は０．６％減の８，９５１万Ａ、コーン作付上回る 

 米農務省がこのほど発表した、１８年米国大豆の予想作付面積は前年比０．６％減の 

８，９５１万Ａと微減で、同省が３月末に発表した作付意向調査（８，８９８万Ａ）からは 

０．６％増となっています。 

 州別の作付動向では、数値が発表されている３１州のうち２０州で前年を上回るか、前年並

みの数値となっていますが、イリノイやインディアナなどを除けば、小幅の変動にとどまって

います。 

 

〇１８年米国ＧＭ大豆作付率は９４％で前年並み 

 米農務省が合わせて発表した１８年米国ＧＭ大豆の予想作付率は、前年並みの９４％でした。 

 主要生産州では△ミネソタ９５％（前年９６％）△アイオワ９５％（前年９４％）△ミズー

リ９１％（前年８７％）とミズーリ以外は概ね1ポイントの増減にとどまっています。 
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《 国産大豆 》 

〇平成２９年産国産大豆入札情報 

 このほど日本特産農産物協会は平成２９年産大豆の６月の入札結果を発表しました。 

それによると、上場数量５，５５４トンで、落札数量が１，８８４トン、落札率は３４％と

いう結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／８，０３５円となり、前月から６０ｋｇ

／５２円の値下がりとなりました。 

 普通大豆の銘柄別では、最も上場数量が多い北海道とよまさりが前月から約１７０円値下が

りするなど全国的に値下がり傾向が見受けれました。また、前月よりも落札率は上昇したもの

の、手当も概ね一巡したのか宮城ミヤギシロメや秋田リュウホウなど一部銘柄以外は不落が目

立つ結果となりました。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １８年  ４月   ９，３８４ｔ   ２，９００ｔ     ３１％ 

  １８年  ５月   ８，３８３ｔ   ２，５７３ｔ     ３１％ 

  １８年  ６月   ５，５５４ｔ   １，８８４ｔ     ３４％ 

                                                 

    合 計   ５４，５６６ｔ  １６，１１７ｔ     ３０％ 

 

《 トピックス 》 

〇『農事組合法人 泉』 東北一美味い絹ごし豆腐の後押し! 

 

農事組合法人 泉 理事 柴田孝一さんへインタビュー 

 

Ｑ．昨年の大豆生産に一番気を配った事は？ 

『昨年は梅雨が明けきらず 36 日間の長雨の環境の中、 

排水対策に気を付けて生産管理を行った事が品質向上に 

繋がったと思っています』 

 

Ｑ．美味しい大豆として評価された裏付けとなるものはあるのですか？ 

『土地の特性に合わせ魚粉系や苦土石灰を使用し、地力のコントロールを行っている事が影響

しているのかも？（笑）』 

 

『私達の大豆というよりも、東北一の豆腐を製造した兎豆屋さんがすごいんですよ』という謙

遜ぶり^^ 

『今年は天候的に良いスタートを切れているので、雑草・排水対策で良質の大豆を作っていき

たい』と意気込みをあらわに！その目は秋の収穫を見据えていた。 


